
アキグ三）お常語寺川(J)))) 原では最もた＜ごん生えている禾です。

亨笑賃凸疇疇Iこ炒）だ！ば、アギグ三麿籾ゞ JO 仰も刀恒

忍っづいていて日本一文き須彩吾だこ雲われてい素す。グどが紺

数に生えているこ乙から、グ三の生えている）I) 原I祁易あ1ジ）がぷく

て、ごを生肴しやす＼＼土地のよう）こ思丸ぎび。しかし、初応后ばか

1)0))1} 底紅植物Iご乙って決しごかおよい場所も）オ岱）斎もん。）I) 庶

j謬えている趙吻疇l兵せいぜ＼＼印痙類で、呉羽山の10 力0) 1に

も印）荻ゼんし、その平さ禾乙后るとグ三のほかにやナゞ こニセア

ガラアくとらいしか生えてい素ピ八。）I) 原でJば、）））の水祇噌える乙疸

吻jぢ祖こそぎ素されてし斎うし、素た石ど紛w他面には植物ガ＼汰き

く成長するだけの養砂瓢とんどないからです。

) 1) 府、ち立して生ラ舌びるため）こどうしても必翌なしくみとして、

厘J 1. 

迎碕ドが流されても氾戸Jこ綬‘った採か

ら早く身をィ車）ばすことができるこC 、

も調べてみ素しぷう。直彦が1ミリ｝丞

どの祝（和（網こいう（囮1)) が、



（忍疇がら栄養分をとって l lると 団 2.

かみ、他上の幹や漿などにた＜ごんの羞分を送っている乙考えられ

紫が。

凋立幻` 、三の祝幻洩謳の生えぎゎを屍てお紫しょう（図2) 。

翡れに1ギの文い幹祝立っているものもあ！）床窃が、 ）和乙んどのも

のI虎麟さわから伺冠の幹が出ごlJ荻す。そして、 'c:'OJ 柑切幹初

太ごも）紅とんc:・ 同じさした。このことがら、過古）: 1虚Ii 、知}<-c;'

屯噂が流されて折れてし菌ったか、うが印噂、残った採珈う

ふたたび身がのぴてきたものだ訊＼うことがわ炉）尻す。

川底のよう／こ、禾陽の光を也分）謬｝ナるこどができる場所Jオ，た

いてい均沢屯ていて、こん麻場雇＾イ恩もして鰭蒻JごJ訊穏吻

立疇）のガやしく苔を埓っていなl霞 茄 疇l)OJ で飢
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